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   Using Huggins' dog and rats, cholesterol and phospholipid in the prostatic secrtions as 
well as cholesterol in the prostatic tissue were determined. The results are the follow-
ings. 
   1) The total cholesterol level in dog prostatic secretion was 10 to 23  mg/d1, which is 
about 1/10 to 1/30 of that of in serum. In addition the majority of cholesterol in the 
prostatic secretion was the free type which is the reverse as that of in the serum. Sup-
posedly the cholesterol in the prostatic secretion is in the process of excretions. 
   2) Cholesterol in prostatic secretion seemed to be mostly derived from blood, since 
intravenously injected radioactive cholesterol-4-"C was transfered into prostatic secretion 
in dog. 
   3) In rats with artifically produced hypercholestelemia, the cholesterol level in the 
prostatic tissue changed almost parallel with its level in the serum until  7th week. 
After 9 th week, however, there was no relation between both levels. It seems likely that 
change of cholesterol in serum is not necessary to run parallel with that of in the protatic 
tissue. 
   4) Attempt to extract phospholipid from dog prostatic secretion failed to isolate it.
緒 言
多 くの種類の動物では精漿に小球或は滴があ




してはMorgagni(1723)が最初 に 記載 し,
Aschoff(1854)は之にヨー ド反応を 呈するこ
とを発見した.澱 粉様小体の成因は病理学的に
上皮の変性脱落 と分泌物潴留凝集に よ る と さ
れ,深 瀬(1926),桐沢(1927),等に よれば こ
の小体 中心部に於 け る重屈折性物質は主にエス
テル型cholestero1より成 ると記載 してい る.
Thompson(1861)1}は"前立腺 の病気"と い
う論文中最初 に人間 の前立分泌液中 の或種 の細
胞に2重 屈折 を示 す物 質 を 認 め,Ftirbringer
(1881)4}も同様物質を認め氏は其 の物質 を レシ
チン体 と報告 した.一 方PosneretScheffer
(1909)2}.Plenge(1924)3}にょつて も前 立腺細
胞に於け る脂質 の存在 が証 明 された.本 邦では
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木下(1920)は人間並びに犬の各年令層並 びに
病的状態に於け る前立腺脂質に就 い て 述 べ,
Kunze(1922)は犬並 びに他 の哺乳動物に於 け
る生理的に出現す る脂質につい て報 告 し て い
る.か くの如 く前 立腺分泌液に於け る脂質 の研
究に就い ての報告は あるが概 して少 く又其 の意
義 も不明 な点が少 くな い.そ れ で著者 は本篇 に
於 て先ず前立腺分泌機能 を解 明する研究 の一端
として前立腺分泌液 に於 け る脂質特にcholest-
erol並びに燐脂質に就 ての 測定 を行 つた.即
ちcholestero1は肝 に於 て主 に代 謝がい となま
れ,又 高等動物に於 ては 全 て の 組 織 に 於 て
cholestero1の生合成 がなされ る とされて い る
が,前 立腺分泌液 中に於 け るcholestero1は前
立腺織組織 に於け る生合成が主 であるのか,或
は血 中cholestero1に由来 するのか,今 迄 の報
告論文 に於 ては其 の点 に就 いての報告 はな く,
又血中 よ りcholestero1が由来 するな らば,血
中cho1esterolと前 立腺分泌液中 のcholestero1
の量 的関係は どの様な状態に あるか を知 る為 に





mg/kg)を用い 静脈内麻酔の 後,右 下腹直筋中切開
にて 開腹を行い前立腺を膀胱頸部より切断分離 せし
め,膀胱頂部に小切開を加え金属カニューレを挿入し
てそれを腹壁に 固定し 同部より尿を排出させ,尿 道














よ りPilocarpinhydrochloride10mgを投 与 して
前 立 腺 分 泌 液 を1時 間 採 取 し其 の1部 を 前 立腺 分 泌
液 中 のcholestero1測定 に供 した.cholestero1の測
定 に はZak-Henly6)7)s}の方 法 を用 い て測 定 した,
2)cholesterol-4-i4C,Huggins'do9静脈 内 投与 に




投 与 を行 い,1日 目,4日 呂,8日 闘に於 け る血 中並
び に 前 立 腺 分 泌 液 中 のcholesterol-4-t4Cを血 清0.2
m1,前立腺 分 泌液2mlよ りエ ー テル に て 抽 出を 行 い,
thinlayerchromatography9》10)にて分 離 抽 出 を行
い,遊 離 型cholestero1,エス テル 型cholestero1を
gas-flowcounter(FCIE2πgasflowcounter日
本 無 線)に て測 定 を行 つ た(展 開 液n一 ヘ キ サ ソ9:酢
酸 エ ス テル1Kieselge1使用).
3)ラ ッ ト血 清cholestero1並び に前 立 腺 組 織 の抽
出液 のcholesterol
O.1%の牛胆 汁 水 飲 取 後 の 血 清cholesterol並び に
前 立 線 組織(前 葉)ホ モ ジ ネ ー トを 作 成 し,前 立 腺 組織
(前葉)0.19のホ モ ジ ネ ー トよ りア セ トン1=ア ル コー
ル1に て 抽 出 の後Zak-Henlyの方 法 に て 測定 した.
4)犬 前 立 腺 分 泌液 中 の燐 脂 質 に つ い て
術 後2～3週 後 の無 処 置Huggins'do9に足 静脈
よ りPilocarpinhydrochloride10mgを投 与 し
て1時 間後 前 立 腺 分 泌 液 を 採 取 し,其 の2mlを 用 い,
Robinson-Phillipsの方 法 を 用 い てthinlayer
chromatographyにて分 離 を 試 み た(ク ロロ ホル ム
65:メタ ノール25:水4,Kieselge1使用).
実 験 成 績
1)Huggins'do9に於 け る血 中並 び に 前 立 腺 分泌
液 中 のcholesterol
無 処 置Huggins'do9に於 け る血 中cholestero1
につ い て総cholesterolの最 高 は300mg/d1最低は
150mg/d1を示 し,其 の エ ス テル 比 は 最 高88%,最 低
58%を示 した.一 方 前立 腺 分泌 液 中の 総cholestero1
は 最 高23mg/dl,最低10mg/d1を示 し,其 の エス テ
ル比 は 最 高91%,最 低9%を 示 した.即 ち 前立 腺 分泌
液 中 の総cholesterolは血 中 総cholesterolの1/10
～1/30を示 し,エ ス テ ル比 に於 て も 血 中 に於 て は 最
低58%と 大 部 分 が エ ス テ ル型 で あ るに 反 し,前 立 腺分
泌液 に於 ては1例 に 於 て91%と高 値 の エ ス テ ル比 を示
した が残 り6例 に 於 て は 血 清 と は逆 に 低 値 を示 し,前











総 コ レ ス テ ロ ー ル
遊 離 型 コ レス テ ロー ル
エ ス テ ル 比
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2)cholestero1-4-i4C投与 に よる血 中 並 び に 前 立 腺
分泌 液 中 のcholestero14-14Cの変 動 に就 い て
cholesterol-4-14C投与後 日 目の前 立 腺 分 泌 液 中 の
総cholestero1は血 清 総cholestero1の約1/100～1/
20が認 め られ,即 ち静 脈 内投 与cholesterol-4-14Cの
前 立腺 分 泌液 中へ の移 行 が 見 られ,投 与 後4日 目に於
ては5例 中4例 は 前 立 腺 分 泌 液 中 の 総cholestero1は
血 清総cholestero1の約1/30と なつ て い る.投 与 後
8日 目に於 ては 前 立 腺分 泌 液 中,血 清 中,総choles-
tero1の比は 約1/20と な つ てい る.前 立 腺 分 泌 液 に
於 ては 日数 を 経 過 す るに従 つ てcholestero1-4-14Cの
分泌 が 多 くな り一 方 血 中cholestero1-4」4Cは減 少 の
傾 向 を 示 し てい る.血 中並 びに 前 立 腺 分 泌液 中 の遊離
型cholestero1エス テル 型cholesterolに関 して は
前 立 腺 分 泌 液 中 に は遊 離 型cholestero1が多 く血 清 に
於 て は逆 に エ ス テル 型cholestero1が多 い(衷2).
3)O.1%胆汁末 水 投 与 に よ るラ ッ ト血 中choleste一
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る,一方前立腺組織に於ては7週 目迄は或程 度血 中
cholesterolの変 化 と同 様 な変 化 が 見 られ るけ れ ど も
以 後 は血 中cholestero1の変化 とは 無 関 係 で あ る
(表3)






















cholesterolは血中に於 ては エステル型 が多




















mgを 投 与 後1時 間前 立 腺 分 泌 液 を採 取 し其 の2mlを
用 い てRobinsonPhillipsの方 法 に てthinlayer
chromatographyにて分 離 し18NH2SO4に て 検 出
を 行 つ た が燐 脂 質 を分 離 す る こ とが 出来 な か つ た.
総括並びに考按
Chevreui(1915)12}によ り胆 石 か らcholes-
terolが分 離 さ れ,Berthelot(1859),Reinitzer
(1888)によ りC27H,60の 組 成 が 正 確 に 解 明 さ
れ た.cholesterolは高 等 動 物 の 組 織 に は 全 て 含
まれ12)13).人の 脳(乾 燥)10%,副 腎3%,筋
肉(乾 燥)0.23%,赤 血 球 に は 遊 離 型choles-
terO10.11%エス テ ル 型0.004%,白 血 球 に は 遊
離 型cholesterolO.52%,エス テ ル 型cholest-
ero10,001%が存 在 し,特 に 多 い 脳 で は 遊 離 型
cholestero1のみ を 含 ん で い る.一 般 に は エ ス
テ ル 型cholestero1と共 存 し て 皮 膚,血 液,副
腎 はcholestero1と其 の 油 酸 エ ス テ ル が 含 ま
れ て い る 哺 乳 類 の 組 織 は 程 度 の 差 は あ る が
cholestero1合成 能 を 有 し,肝 臓,皮 閻,腸 は こ
の 点 最 も活 性 が 強 く,腎,肺,副 腎,生 殖 腺 は
中 位,筋,脂 肪 組 織 は そ の 能 力 が 弱 い と さ れ て
い る13)18},
物 としての働 きを なし,赤血球中 のcholestero1
粒子は細胞膜 中に集 つて いるサ ポニソ類様溶血
性物質 を赤血 球中 のcholesterolと結合す るこ
とに よって解 毒 し,副 腎 に於 ては皮質 の種 々な
る刺戟 に対 して 感 応 し エステル型cholesterol
量 が急 速に低下す るこ とか ら多分 副腎皮質 ホル
モンへ の転換速度 が増加 す るのであ ろ う と報
告 され てい る.又 皮膚 に於 ては7-dehydro-cho-
1estero1が生成 され るが,これ等生体 内に於て合
成 され 分解 された 血液或 は組 織内のcholeste-
ro1は胆汁 と共 に小腸 内に排 出 され る.
さて前 立腺分泌液中 のcholestero1に関 して
はH.Thompson(1873)1)が既述 の如 く最初に
人の前 立腺分泌液に,或 種 の前立腺細胞 に直径
1/5,000～1/25,000イソチの黄色の物体を認め,
これ等は2重 屈折 を示す と述べ,Posnerand
Scheffer(1909)2},Plenge(1924)3)によ り人 間
の前立腺細胞 内の脂質で ある ことが 支 持 さ れ
た.
本邦 で も木下(1920)14)は人 間並 びに犬に於
て各年令病的状態 に於 て より多 く脂質を見出す
と述べてい る.又 深瀬(1926)15).桐沢(1927)
16)は前 立腺の澱粉様小体中心部 に於 け る重屈折
性物質は主 に エステル型cholesterolより成 る
と記 載 している.然 しこの重屈折性物質の成分
に就 いてはAschoff(1910)によれば即ち氏 は
レシチソ,フ ォス ファチッ・ドオレイン化合物,
cholestero1等より成 るとし 其 の中で エステル
型cholesterolが主 な るもので あると報 じてい
る.最 近Seaman(1956)17}は犬 の前立腺細胞
にて種 々な る組 織化学 的検査 を行 い,前 立腺細
胞 に中性 脂肪を認 め,其 の中性 脂肪 は細胞 の核
附近,核 上部に位置 していて多分 通過 して腺腔
に出 て行 くのであろ うと報告 している.Hug9-
ins(1947)5)によれば犬 の前立 腺分 泌液 中の総
脂質は30～40mg%と報 じてい るが,著 者 の測
定(Zak-Henly法)した値は10～23mg/d1の
cholestero1を測定 し得た.又 其 のエステル比
に於 て7例 中6例 は52%以下 を示 し血 中のそれ
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に比べて逆で あ り,遊 離 型cholestero1が大部
分を しめ した.前 立腺に於 け るcholesterol代
謝 に関 しては今迄 に判然 とした報告は ないが,
cholestero1代謝 を 司 る 肝臓 に 於 て 胆汁酸 は
cholesterolの主要 代謝産物で あるが胆 汁中 に
はcholestero1その物 も排 出 され,其の大部分が
遊離型で ある と云われ てい る事13)18)19).血中 に
於てはcholestero1はα,β1ipoproteinとし
て存在 し脂肪酸 とのエステル型にて存在 する事
か らcholesterolの作用 の一 つ として脂肪酸 の
運搬体 と考 え られ てい る事,又 教室 の田辺29)に
よれば犬前立腺分 泌液 中にlipoproteinを見 出
す ことが 出来 なかつた と報告 してい る事 よりす
れば著者は前 立腺分泌液 中に於け るcholesterol
は排泄 の過程 にあ るのではなか ろうか と考 えて
いる.さ てcholestero1は哺乳類の組織 に於 て
は含成能 を有 す るが前 立腺 分泌液 中のcholes-
terolは前 立腺組織 に於 て合成 され た ものであ
ろうか,こ の点を究 明する為著 者はcholester-
01-4-i4Cを犬静脈内 に投与 して前立腺分泌液 中
への移行 の状態 を検 索 した.
Bergstr6m(1952)20}はcholestero1-4-14Cをラ
"tト腹腔 内に注入 した処10日後 には25%の胆汁
酸 として見 られ た といい,Chaikoffeta1。(1952)
21〕もラッ ト静脈内 に注入 したcholesterol-4-14C
の80%～90%は15日で糞便中 に排泄 され2日 目
で胆汁酸 の形 として30～40%排泄 され る と報 告
している.即 ち其 の大 部分は肝臓 よりの排泄 で
あるが,表2に 示 す如 く投与後1日 目にはすで
に前立腺分泌液 中にcholestero1-4-14Cを証 明
し,Zak-Henlyの方 法にて測定 した如 く其 の
大部分 は遊 離型のcholestero1であ り,4日 目,
8日 目と経 るに従つ て前立 腺分泌液 中のchol-
esterol-4-i4Cの量 の増加並 びに血清cholestero1
-4-i4Cの減少が見 られ る.こ の点 より肝臓 に於
て其 の大部分 は排泄 されて も一部 は前立腺 より
の分泌排泄 もある もの と考 え られ る.
又投与後4日 目～8日 目に於 て血 清choles-
teroM-14Cの1/30～1/20量のcholestero1-4-
1℃ が証明 され る ことは恐 らく前立 腺分 泌液中
のcholesterolは血 中由来 の物 が其 の大 部分 を
しめ るのではないか と考 え られ る.そ こで著老
1201
は血清cholestero1の変動 によつ て前立腺組織
のcholesterolに変動が あるか どうかを知 る為
に ラッ トに高cholestero1血症を起 さしめ,其
の前 立腺組織摘 出後 ホモ ジ ネ ー トを 作 成 し
cholestero1の測定を行つた.
Hegstedetal.(1957)22)はcholesterol並び
に コール酸を ラ"1トに投与 して高cholestero1
血症 を起 させ,Pageeta1.(1954)23)は胆汁酸
を経 口摂 取 させ ると肝に於け る胆汁酸合成が抑
制 され血中cholesterol値が上昇す ると報 告 し
てい る.著 老は ラッ トに0.1%の割 合で牛胆 汁
末水を投 与 して表3の 如 き成績を得 た.即 ち投
与後7週 目迄は或 る程度血 中cholesterolの変
動 と同 じ様に変化が見 られ るが9週 目以後は血
中変 化 とはあ ま り関係が見 られない,こ の事 は
血 中のcholesterolの変動 と必 ず しも一致 しな
い ことを示す と考 え られ る.
LardyetPhillips(1945)24}は精子 か ら糖 を
うぱつた場合,精 子 自体の細胞 内構成物質 の内
のなにかを運動のエネルギ ー源 として好気的 に
酸化 し始め るだろ うと推定 し,温 浴 中に好気的
に保 つた牛の精子か ら脂質 の燐含有量が減少 し
た と報 告 してい る.前 立腺分泌液 は精子 に取 つ
て牛乳的役割をなす とされてい るが前立腺分泌




全 脂質中17.8mgの燐 脂質,精 漿では100m1に
185.5mgの全脂質中83.5mgの燐脂質 が存在
す ると報 告 し,Seaman(1956)27)は人の前立 腺
組織 に於 け る澱粉 様小体に含 まれ る脂質 の中に
燐 脂質を認め多分 之は レシチ ソであ ろうと報告
してい る。著 者はHuggins'dogより採 取 した
前 立腺分泌液2m1を 使用 してRobinsonPhill-
ipslDの方法 にてthinlayerchromatography
にて燐 脂質の分離を試みたけれ ども之を分離す
ることは出来 なかつ た.交 献 的 に はFarrel
(1931)28}も犬の前 立腺分 泌液には レシチ ソは見
出 し得ない と報告 し,Seaman(1956)17)も犬前









Huggins'dog作成並 びに ラッ トを使用 して






大部分 を しめるに反 し,前 立 腺 分 泌 液 中 の
cholesterolは遊離型が 大 部分 を しめ 恐 ら く排
泄過程 にある事が想像 された.
2)cholestero1-4-i4Cの犬静脈内投与 に よ り
前立腺分泌液中 の移行 を認め,前 立腺分泌液中
のcholesterolは血中由来の物が大部分を しめ
る事が考 え られ た.
3)ラ ヅ トに高cholestero1血症 を起 した処,
前立腺組織 のcholestero1変化は7週 目迄は或
る程度血 清cholestero1と同様 の変化 を 示 す
が,9週 目以後 は血 清cholestero1の変化 と関
係 な く,血 清cholestero1の変化 と前立腺組織
のcholestero1は必ず しも同様に変 動は しない
様 である.
4)犬前 立腺分泌液中の燐 脂質の抽出を 試 み





















8)柴 田 他:臨 床 化 学 の 技 術,金 原 出 版,1962.、
9)原 他:化 学 の 領 域,増 刊59,1964.









15)深 瀬:十 全 会 誌31:8,1926.
16)桐 沢:日 外 会 誌,28=93,1927、
17)Seaman,A.R.:J.Uro1.,75:324,1956.
18)安 田 他:生 化 学 講 座,4,共 立 出 版,1963.















29)田 辺=泌 尿 紀 要,11:466,1965.
(1965年7月12日 受 付)
